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1. 2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 6,478 ― 908 ― 945 ― 789 ―

2021年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 137.83 ―

2021年3月期第3四半期 ― ―

（注）2021年３月期第３四半期は連結業績を開示しておりましたが、当期第２四半期より非連結での業績を開示しております。そのため、2021年３月期第３四半
期の経営成績（累計）及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 14,150 12,218 86.3 2,133.79

2021年3月期 13,618 11,788 86.6 2,058.75

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 12,218百万円 2021年3月期 11,788百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 22.00 ― 31.00 53.00

2022年3月期 ― 32.00 ―

2022年3月期（予想） 32.00 64.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,450 ― 1,119 ― 1,153 ― 983 ― 171.67

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　　　２．2021年３月期第３四半期は連結業績を開示しておりましたが、当期第２四半期より非連結での業績を開示しております。そのため、対前年増減率につ

　　　　　いては記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 6,266,000 株 2021年3月期 6,266,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 539,857 株 2021年3月期 539,857 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 5,726,143 株 2021年3月期3Q 6,025,326 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１，（３）業績予想の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、ワクチン接種の普及等により新型コロナウイルス感染者が減少

し、10月には緊急事態宣言が解除されたことから経済活動の段階的再開の動きが見られました。その一方で、新た

な変異ウイルス株の出現や原材料高や半導体不足、原油や輸送費の高騰、海上コンテナ不足等により企業活動に影

響を及ぼしており、先行きは引き続き不透明な状況となっております。

 このような状況のなか、当社は、付加価値の高い新商品の積極的な投入、新たな清掃システムの提案等のほか、

引き続き代理店販売の拡充等に努めてまいりました。

 この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高6,478百万円、営業利益908百万円、経常利益945百万円、四

半期純利益789百万円となりました。

（注）当社は、第２四半期会計期間より四半期財務諸表を作成しているため、四半期損益計算書に係る比較情報を

記載しておりません。

 なお、当社は環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグメントの記

載は省略しております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べて531百万円増加し、14,150百万円となりま

した。増加の主な要因は、関係会社株式が272百万円、現金及び預金が222百万円、未収還付法人税等が133百万円

減少したものの、有価証券が800百万円、商品が166百万円、受取手形及び売掛金が139百万円増加したこと等によ

るものであります。

 負債合計は、前事業年度末と比べて101百万円増加し、1,931百万円となりました。増加の主な要因は、賞与引当

金が48百万円、支払手形及び買掛金が31百万円、役員退職慰労引当金が25百万円減少したものの、未払法人税等が

148百万円、退職給付引当金が41百万円増加したこと等によるものであります。

 純資産合計は、前事業年度末と比べて429百万円増加し、12,218百万円となりました。この結果自己資本比率は

86.3％となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値と異

なる可能性があります。なお、2022年３月期通期の業績予想につきましては、2021年10月29日公表の「2022年３月

期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異及び通期業績予想ならびに配当予想の修正に関するお知らせ」から

変更はありません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
(2021年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(2021年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,926,195 2,703,209 

受取手形及び売掛金 1,812,131 1,951,738 

有価証券 3,599,640 4,399,712 

商品 853,755 1,020,728 

未収還付法人税等 133,337 － 

その他 35,092 39,606 

貸倒引当金 △160 △180 

流動資産合計 9,359,991 10,114,815 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,292,984 1,284,867 

土地 2,013,455 2,109,653 

その他（純額） 34,077 30,121 

有形固定資産合計 3,340,517 3,424,643 

無形固定資産    

ソフトウエア仮勘定 － 62,007 

その他 9,177 9,219 

無形固定資産合計 9,177 71,226 

投資その他の資産    

投資有価証券 325,500 273,410 

関係会社株式 272,000 － 

繰延税金資産 227,049 182,512 

その他 84,557 83,455 

貸倒引当金 △10 △10 

投資その他の資産合計 909,097 539,368 

固定資産合計 4,258,791 4,035,238 

資産合計 13,618,783 14,150,053 
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    （単位：千円） 

  前事業年度 
(2021年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(2021年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 255,145 223,581 

未払法人税等 25,492 173,508 

賞与引当金 103,000 55,000 

商品保証引当金 7,500 9,700 

その他 429,422 444,148 

流動負債合計 820,560 905,938 

固定負債    

退職給付引当金 549,009 590,057 

役員退職慰労引当金 159,890 134,820 

再評価に係る繰延税金負債 172,407 172,407 

その他 128,234 128,427 

固定負債合計 1,009,542 1,025,712 

負債合計 1,830,102 1,931,650 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,077,765 2,077,765 

資本剰余金 2,402,232 2,402,232 

利益剰余金 7,729,382 8,157,884 

自己株式 △757,842 △757,842 

株主資本合計 11,451,537 11,880,039 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 △1,678 △3,129 

繰延ヘッジ損益 7,530 10,199 

土地再評価差額金 331,292 331,292 

評価・換算差額等合計 337,143 338,362 

純資産合計 11,788,681 12,218,402 

負債純資産合計 13,618,783 14,150,053 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期累計期間 
(自 2021年４月１日 
 至 2021年12月31日) 

売上高 6,478,326 

売上原価 3,596,962 

売上総利益 2,881,364 

販売費及び一般管理費 1,972,469 

営業利益 908,894 

営業外収益  

受取利息 3,215 

受取配当金 14,663 

不動産賃貸料 9,076 

為替差益 4,913 

その他 4,613 

営業外収益合計 36,481 

経常利益 945,376 

特別利益  

抱合せ株式消滅差益 42,378 

特別利益合計 42,378 

税引前四半期純利益 987,755 

法人税、住民税及び事業税 150,000 

法人税等調整額 48,505 

法人税等合計 198,505 

四半期純利益 789,249 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財また

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

 なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）第98項に

定める代替的な取扱いを適用し、商品の国内の販売において、出荷時から当該商品の支配が顧客に移転される時

までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

 この結果、当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高への

影響はありません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」(企業会

計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期財務諸表への影響はありま

せん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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